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☆主な記事☆ 
 
 

◆わらび会  
 

◆新旧会長あいさつ 
 

◆飯綱町社協施設あんないその② 
 

◆ボランティアコーナー 
 

◆いいづな町で暮らす 
 

◆安心暮らしのワンポイント 
 

◆いいづなの事業所紹介 
 

◆まちがいさがしクイズ 
 

◆新 ささらばさら（４コママンガ） 
 
◆りんごのつぶやき 

 

 ６月２２日に町民会館教養娯楽室を会場に高齢者の昼食会であ

るわらび会が開催され、５２名の方が参加しました。 

 今回は、鳥居川消防署消防係の方を講師に迎え、「いざという時

の対応や火災報知機について」のお話を聴きました。昼食はボラン

ティアグループのわらび会の皆さんが作った、わらび尽くしの料理

に舌鼓を打ちました。 

 その後は、夏川区の大正琴のグループのハマナス会が演奏する大

正琴を聴きました。演奏もさることながら曲の間のお話も面白く、

参加された皆さんは、ハマナス会の話術と大正琴の演奏に聴きほれ

ていました。また、最後には、アンコールも飛び出し、とても楽し

いひと時となりました。 

次回は、８月２３日に開催を予定しています。 

 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る わ

ら
び
会 
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今
年
春
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
立
上
げ 

訓
練
で
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
で
あ 

り
ま
し
た
。 

 

昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
、
長
野
県 

北
部
地
震
と
相
継
い
で
、
想
像
を
絶
す
る 

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
私
達
は
、
大
き
な
不 

安
と
動
揺
を
感
じ
ま
し
た
。 

幸
い
町
内
に
は
、
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

親
せ
き
や
知
人
、
友
人
等
が
震
災
に
遭
い
、
辛
い
思
い
や
悲
し

い
思
い
が
・
・
・
・
。 

被
災
者
や
被
災
地
に
対
す
る
思
い
や
、
「
も
し
私
達
の
町
が

被
災
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
」「
私
達
の
で
き
る
こ
と
は
、
私
達

で
や
ろ
う
！
」
そ
ん
な
強
い
思
い
が
あ
ら
わ
れ
た
訓
練
で
あ
り

ま
し
た
。 

大
震
災
当
時
は
、
義
援
金
の
募
金
活
動
、
炊
き
出
し
や
瓦
礫

片
付
け
等
の
復
興
支
援
、
サ
ロ
ン
開
催
に
よ
る
支
え
あ
い
支
援

に
と
多
く
の
町
民
の
参
加
に
よ
る
心
強
い
活
動
が
あ
り
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
大
震
災
で
私
達
は
、

貴
重
な
経
験
を
し
、
学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
人
と
出
会
え
た
こ
と
、

そ
し
て
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

更
に
福
祉
の
郷
い
い
づ
な
に
！ 

 

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 

 

 

こ
の
七
月
か
ら
飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会 

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
井
澤
一
夫
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

飯
綱
町
の
高
齢
化
率
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超 

え
、
さ
ら
に
年
々
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る 

中
で
、
社
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し 

て
き
て
い
ま
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
の
施
行
に
よ
り
、
施
設
福
祉
か
ら
在
宅
福
祉
へ
と
大

き
く
舵
が
取
ら
れ
、
そ
し
て
現
在
、
時
代
は
地
域
一
体
の
包
括
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
変
化
に
対
応
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
信
頼
さ
れ

る
社
協
と
な
る
に
は
、
社
協
が
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

他
の
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
福
祉
事
業
に
関
わ
る

全
て
の
人
々
と
協
働
し
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
の
協
力
と
参
加
を
得
な

が
ら
福
祉
事
業
や
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

行
政
と
の
協
力
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
住

み
た
い
」
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

井
澤 

一
夫 

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ 

会
長
退
任
あ
い
さ
つ 

渋
沢 

清 

渋
沢 

清 
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▲場所は、役場三水庁舎からサンクゼールに向かう道の途中にあり

ます。まるで高原の別荘地のような、小高く、木々に囲まれた立地

が自慢です。 

 

 

 

 
 

毎日、歌や笑い声が聞こえてくる。そんなあっ
・ ・

たかさ
・ ・ ・

のあるデイサービス。それが“さみ

ずの郷”です。職員は、いつも明るく元気なあいさつを心がけ、ご利用者様に安心して過ご

していただけるよう努めています。 

今回は、そんな“さみずの郷”のサービスを紹介します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

体験利用も受け付けています！御相談ください！  さみずの郷 253-8882 

▲平成 17年にできた施設は、まだ新

しく、新築の雰囲気があります。 

所在地と外観 

行 事 

▲小学生と七夕飾り ▲畑作業を楽しむ方も 

恵まれた自然環境を生かした季節の行事、地

域の方との交流などご利用者様の希望に沿っ

たイベントの計画をしています。 

サ ー ビ ス 

さみずの郷の特色  
●畳のデイルーム(居間) 

さみずの郷は、自宅にいるような落ち着いた雰囲気で過ごしていただくためデイルームと
しては珍しい畳張りです。「昔ながらの和の雰囲気が良い」と好評です。 

一方でデイルームにはソファーがありますので、「座るのは難しいな……。」という方も安
心。畳にソファーのミスマッチも味なものですよ。 

さみずの郷を利用していただいた１日が充実し

たものとなるよう介護サービスはもちろんのこと

食事や入浴などにも気を配っています。 

▲食事は旬の素材をふんだんに ▲大窓で開放感ある浴室 
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 飯綱町ボランティアセンター（町社会福祉協議会）は、６月２８日に元気の館でデイサービスボランティア養成講座を開催し

ました。今回のボランティア養成講座の   は多くのボランティアの方々から開催要望があったことや、町内の福祉施設から

“外出時の介助ボランティア”の依頼が増加していることによるものです。 

講座には、既にボランティア活動をしている方と及びこれからボランティアを始めようとする方、約１５名が参加されました。

講座では、①傾聴ボランティアの心得②ドライヤーの使用③車椅子の操作方法について、それぞれの専門分野の方を講師に迎え

コツを伝授していただきました。 

 受講者の皆さんは「車椅子に初めて乗ってみて、乗る人の気持ちがわかり参考になりました。」 

「美容師さんからお聞きしてドライヤーと手の使い方の“コツ”を教えていただき大変参考にな

りました。」「講座は今後も時々開催してほしい。一人でも多くの人に参加してほしい。」などの感

想を話されました。 

なお、町ボランティアセンターでは、現在、「デイサービスボランティア」の募集を行ってお

ります。申し込み及びお問い合わせは飯綱町ボランティアセンター(TEL２５３－１００１)までお

願いします。                                                                                         

         

 
        
 
 
 ６月２７日に長野市ふれあい福祉センターで平成２４年度･老人クラブ北信ブロック研修会が開催され、約２００名が参加しま

した。そのうち、飯綱町老人クラブ連合会からは役員ら８名が参加しました。午前は司法書士

による「暮らしと法律」の講演が行われ、午後は４地区の代表による事例発表を行いました。

事例発表では、町老人クラブ連合会前会長の寺島利三さんが発表者として参加し、昨年町内の

２支部が新規会員を増やすため、１０数名の新会員を増やした取組み、小学校、保育園との交

流会等の内容について説明しました。      

 事務局は町ボランティアセンター内に置いています。加盟等に関するお問い合わせは、飯綱

町ボランティアセンター（TEL２５３－１００１）までお願いします。 
 

 
                         

      このコーナーの内容についての問い合わせ・申し込みについては、飯綱町ボランティアセンター 

（TEL２５３－１００１・FAX２５３－１００２）【担当：吉田】までお願いします 

   

 

 
 
 
内容―ご利用者との話し相手、ドライ

ヤー掛け、お茶出し、昼食配膳、

レクリェーションの補助等 

時間―午前９時半～午後３時半頃まで

の間で、希望する曜日や時間帯。 

※半日でも冬期間のみでも結

構です。ご希望を優先します。 

条件―どなたでも結構です。 

   お友達同士大歓迎！ 

場所―デイサービスセンター 

ふれあいの園 
 

        

 

 
内容―ご利用者との話し相手、お茶出し、

入浴後のドライヤー掛け、レクリェ
ーションの補助、昼寝用の布団敷き
等 

時間―午前９時半頃～午後３時頃までの
間で、希望する曜日や時間帯。 

    ※半日でも、冬期間のみでも結構
です。 

   （※土・日曜日の可能な方大歓迎） 
条件―どなたでも結構です。お友達同士大

歓迎！ 
場所―むれデイサービスセンター 
   （※ひだまり園内） 

 

    

 
 
 
 ケアプラザ・みつえ(高齢者、認知症の介
護施設)では、デイサービス利用者さんの話
し相手、お茶出し、お昼寝の準備、食器洗
い等のお手伝いをいただけるボランティア
を募集しています。 
 
活動日―第2木曜日を除く毎木曜日 
時 間―午前９時半～午後３時 
     ※半日でも可 
場 所―ケアプラザ・みつえ 
     ※旧牟礼中央保育園南側 
その他―昼食あり、持ち物は不要  

 

おめでとうござ

います！ 

ドライヤーかけの講習 

研修会の様子 
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いいづな町で暮らす  

今回の一言 

みんなは一人のために 一人は皆のために 

出典：「ダルタニャン物語」第一部『三銃士』 

 
 

 

 

 

 

 

 

☆手作り蚊取り線香の原材料☆ 

            みなさんのお庭にも咲いていませんでしたか？花の名前を除虫菊（シロバ
ナムシヨケギク）といいます。マーガレットによく似ていますが違うお花です。 
見分け方は、花のすぐ下に葉っぱがあるマーガレットに対して、除虫菊は葉

っぱが茎の下の方に集中します。 
葉や茎に含まれる「ピレトリン」という殺虫成分は蚊取り線香の原料にも使

用されているのです。しかも、哺乳類に害はありません。 

 

     
         

     

  

  

 

 

 

 

 
   

第２回目は『中宿区』を紹介します。 

昨年起きた東日本大震災と長野県北部地震が記憶に新しいところですが、「災害は忘れたころにやってくる」

といわれていたものが昨今では「災害は忘れる前にやってくる」ともいわれています。 

皆さんは「忘れる前にやってくる」災害時の備えはしていますか？自分の命、家族の命、近所の人の命を

守るためにはどうすればよいのでしょうか。  

『中宿区』は、“防災”に特徴のある地域で、自主防災会の取り組みを先駆けて実施してきました。 

個人あるいは家族で綿密にたてた防災計画も、いざ災害という時にパニックになってしまったり、想定で

きない条件下での災害であれば活用することができません。 

そのようなことにならないために、中宿区では支え合いの仕組みである自主防災会を組織し、地域ぐるみ

で災害に備えています。では、中宿区の自主防災会ではどのようなことをしているのでしょうか。 

中宿区では総務班、救護班、避難誘導班、消火班、炊出し班の５つの班が存在します。今回は、その活動

の一部を紹介します。 

その１ 地区福祉推進委員会と連携して支え合いマップを使い、災害時に気配りが必要な世帯を訪問 

その２ 心肺蘇生法の学習 

その３ 要救護者の手当方法の学習 

その４ 炊き出し体験 

地域ぐるみ(自主防災会)で災害に備えることで、臨機応変できめ細やかな防災体制を敷くことができます。

また、災害時に地域住民の命を守るだけでなく、平常時の助け合い活動にもつながります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

支えあいマップとは危険個所や避難場所、自力での避難が難し

い世帯などを地図に記し、情報を視覚化したものです。緊急時に

限らず、支援を必要とする世帯を把握しやすくします。 

みなさん、今年も節電の夏となりましたがいか
がお過ごしでしょうか？ 
今月は、私たちの夏の大敵「蚊」を追い払う 

『自然素材１００％手作り蚊取り線香』
について、お話ししたいと思います。 
お子様やワンちゃんがいても大丈夫！な自然

のチカラを利用した方法をご紹介します。 

≪材料≫  

カラカラに干した除虫菊 ２０ｇ 

ハッカ油         1 滴 

（薬局などで売っています） 

ハチミツ           小さじ 1 

水              小さじ２ 

☆手作り蚊取り線香の作り方（1個）☆ 
① 干した除虫菊をすり鉢等使い粉状にします。 
② 全ての材料を混ぜ合わせ、粘土状にします。 

③ ②を円すい状にして乾かすと完成！ 
④ てっぺんに火をつけると、およそ１時間の防虫効果が。 
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幼
児
安
全
法
講
習
会
開
催 

                            

                              

 

ジビエカレーはじめました！    
ジビエ料理をご存知でしょうか？狩猟によって、食材として捕獲された野生の鳥獣を料理したも

ので、主にフランス料理の用語として使われています。 

信濃町にある弁天食品では『オーベルジュ・エスポワール』藤木シェフ監修のもと、鹿肉を使っ
たジビエカレーを、レシピ通り忠実に、ていねいに、化学調味料をいっさい使わずに真空調理して
います。 

そんな、夏にピッタリの本格的ジビエカレーを、アップルミュージアム内 i-café（アイカフェ）
のメニューに加えました。皆さん、ぜひご賞味ください！ 

 
 

お問い合先 ＮＰＯ法人ＳＵＮ 電話：０２６－２５３－０１３３ ＦＡＸ：０２６－２５３－０１６６ 

 

い
よ
い
よ
熱
中
症
の
季
節
到
来
で
す
。
さ
ん
ば
で
は
、
職
員
が
い

ち
が
ん
と
な
り
、
利
用
者
様
を
熱
中
症
か
ら
守
る
た
め
の
、
利
用

者
様
と
の
戦
い
（
？
）
が
、
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

一
回
戦
‥
「
ね
え
、
こ
の
暑
い
の
に
こ
ん
な
に
着
て
た
ら
汗
び
っ

ち
ょ
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
！
ほ
ら
、
シ
ャ
ツ
び
っ
ち
ょ
だ
よ
！
」
と

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
と
長
袖
を
脱
が
せ
よ
う
と
す
る
と
、「
サ
ブ
く
て
だ

め
だ
、
震
え
る
ほ
ど
さ
び
ー
！
」
と
抵
抗
、（
汗
で
シ
ャ
ツ
が
濡
れ

た
せ
い
？
）
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
や
っ
と
の
こ
と
で
脱
い
で
も
ら
い
、

脊
中
に
タ
オ
ル
を
し
ょ
っ
て
も
ら
っ
て
終
了
。
引
分
。 

二
回
戦
‥
外
は
太
陽
さ
ん
が
ぎ
ら
ぎ
ら
。「
さ
あ
、
風
が
出
て
き
た

か
ら
窓
全
部
し
め
る
よ
！
」
と
言
い
な
が
ら
ク
ー
ラ
ー
の
リ
モ
コ

ン
を
隠
し
持
ち
、
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。「
ど
っ
か
か
ら
風
が
く
る
な
あ

‥
」
と
利
用
者
様
が
見
廻
し
て
も
窓
は
ば
っ
ち
り
閉
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
職
員
の
勝
ち
！ 

三
回
戦
‥
ク
ー
ラ
ー
を
弱
く
し
て
の
お
昼
寝
時
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て

い
る
利
用
者
様
「
寒
く
て
、
足
が
病
め
て
眠
れ
な
い
！
」
と
訴
え

ま
す
。「
ど
う
す
る
？
電
気
式
毛
布
使
う
？
」
ま
さ
か
ね
。
長
座
布

団
を
掛
け
て
の
お
昼
寝
に
な
り
ま
し
た
。
ど
っ
ち
の
勝
ち
？ 

昔
は
、（
い
つ
頃
？
）
ク
―
ラ
ー
も
扇
風
機
も
冷
蔵
庫
も
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
熱
中
症
な
ん
て
言
葉
も
出
回
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

よ
ね
。
と
に
か
く
皆
さ
ん
に
（
利
用
者
様
と
職
員
）
元
気
に
こ
の

夏
を
の
り
き
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
。 

毛
布
、
長
袖
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
首
巻
き
、
脅
し
文
句
で
身
を

守
ろ
う
と
す
る
（
？
）
御
利
用
者
様
を
、
ク
ー
ラ
ー
、
扇
風
機
と

こ
れ
ま
た
脅
し
文
句
で
熱
中
症
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
職
員
の
戦
い

は
、
当
分
続
き
ま
す
。
さ
ん
ば
は
涼
し
い
で
す
よ
！
遊
び
に
来
て

み
て
。 

飯
綱
町
救
急
員
連
絡
会
（
日
赤
飯
綱

町
奉
仕
団 
救
護
班
）
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
六
月
十
八
日
、
講
師
に
日

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
専
門
講
師

の
横
川
孝
子
氏
を
迎
え
、
「
幼
児
安
全

法
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

幼
児
安
全
法
は
、
少
子
化
、
核
家
族

化
が
進
む
な
か
、
社
会
の
財
産
で
あ
る 

「
こ
ど
も
」
を
守
る
た
め
に
、
子
ど
も

に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予
防
と
、
病

気
や
ケ
ガ
の
手
当
に
つ
い
て
、
知
識
と

技
術
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。 

 

講
習
会
に
は
十
六
名
が
参
加
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ(

自
動
対
外
式
除
細
動
器)

の
操
作

方
法
や
意
識
の
有
無
の
確
認
方
法
、
誤

飲
し
た
異
物
の
吐
き
出
さ
せ
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
た

実
習
で
は
、
成
人
と
は
違
い
成
長
段
階

に
あ
る
幼
児
へ
の
手
当
て
の
難
し
さ
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い 

ま
し 

た
。 

▲ダミー人形を使った
実習をする参加者 
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前回まちがいさがしクイズ 

☆☆田かきにまつわるうんちく☆☆ 

田植えをした後に重要なことは水を絶やさないこ

と・草を取ること・肥料を追加でまくことです。この

中の草を取ることですが、これは雑草を取り、土に空

気を入れることで発育を促します。 

農薬を使わなければ美味しくて、安心・安全なお米

が収穫できますがなかなか大変な作業です。 

とあるテレビ番組で活躍していたアイガモ隊も水田

の除草をする為ですが、他にも機械を使うやり方など

いろいろとあります。 

「ニチイケアセンターいいづな」日記 
 

あ
お
ぞ
ら
の
あ
る
と
こ
ろ
・
・
・
。 

 
 

町
内
の
皆
様
で
「
あ
お
ぞ
ら
」
に
お 

越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
い 

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
「
あ
お 

ぞ
ら
」
は
旧
三
水
村
芋
川
の
若
宮
地
区 

に
あ
り
ま
す
。
県
道
・
長
野
～
荒
瀬
原
線
を
信
濃
町
方
面

に
向
か
い
高
速
道
路
の
下
を
く
ぐ
る
、
少
し
手
前
で
す
。

い
わ
ゆ
る
自
然
環
境
豊
か
で
の
ど
か
な
地
域
に
位
置
し
ま 

 
 

 
 

 

す
。
先
月
は
色
ん
な
野
生
動
物
に
遭
遇
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
①
「
カ
モ
シ

カ
ッ
！
」
と
の
職
員
の
声
に
窓
の
外
を
見 

る
と
事
務
室
前
に
大
き
な
カ
モ
シ
カ
が
お
り
山
に
駆
け
上

が
り
ま
し
た
。
②
職
員
玄
関
前
に
ヘ
ビ
が
登
場
し
び
っ
く

り
！
そ
れ
を
手
掴
み
で
草
む
ら
に
放
る
女
性
職
員
に
さ
ら

に
び
っ
く
り
！
③
熊
の
目
撃
情
報
が
相
次
ぎ
、
職
員
全
員

に
確
認
し
た
こ
ろ
遅
番
帰
り
の
職
員
も
目
撃
し
た
こ
と
が

判
明
。
こ
わ
～
い
っ 

こ
の
よ
う
な
環
境
で
日
々
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
利
用
者

の
方
も
少
々
の
こ
と
で
は
驚
か
な
い 

元
気
者
揃
い
で
す
。
町
内
の
皆
様
、 

そ
ん
な
に
驚
か
ず
野
生
動
物
に
は
十 

分
に
ご
注
意
の
上
「
あ
お
ぞ
ら
」
に 

ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 昨年、７月１日飯綱町の指定管理のもと、小規模多機能型居宅介護施設としてオープンしておかげ

さまで一年がたちました。地域の方々、ご利用者、ご家族、介護事業所の方々、役場の方々、本当に

たくさんの方々のお世話になりました。たくさんの方々との交流も出来ました。本当にありがたく、

感謝でいっぱいです。スタッフ一同、感謝の心を忘れず、初心の気持ちに返って、精進してまいりま

す。これからもよろしくお願いします。 

6/22 には、牟礼西小学校の音楽会に行ってきました。子供たちの真剣な明るい歌声に感動し心温ま

るひと時でした。 

6/29 には、牟礼西小学校の４年生が訪問してくれました。全員で歌の発表のあと、手品の披露。そ

の後は子供たちが作って持ってきてくれたぬり絵・すごろく、花札を 

一緒にして遊びました。ご利用者のうれしそうな声！子供たちを見つ 

めるやさしい笑顔！ホールに響く子供たちの明るい声！幸せな時間で 

した。 

 本格的な“夏”が始まります。オリンピックも甲子園も始まります。 

真剣に何かに取り組む姿にはいつも感動します。私たちも人に感動を 

与えられるような真剣な心と行動を持ってプロとしての仕事をしてい 

きたいと思っています！緑豊かで、さわやかな風の流れる飯綱町で！！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

答えは「田んぼの中の蛙」 
「左上の山」 
「馬を引いている人の杖」 
「屋根のえんとつ」 
「右側の人の被り物」 

 

でした 

 

社会福祉法人 

林檎の里 

あおぞら 

上記の皆様が当選されました 

坂本 幸子 様 
寺島 琉冬 様 
松岡  千里 様 
島田 とも子様 
帯刀 千代子様 

 

西小の子供たちの発表 
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宮
島 

寿
一 

様 五
〇
，
〇
〇
〇
円 

渋
沢 

清 
 

様 

二
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

匿 
 

名 
 

様 五
〇
，
〇
〇
〇
円 

 

神
谷 

袈
裟
雄
様 

 
 
 
 
 
 
 

三
〇
，
〇
〇
〇
円 

 
匿 

 

名 
 

様 

 
 
 
 
 
 

一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

 

匿 
 

名 
 

様 

 
 

 
 

展
示
用
台
・
包
装
紙 

多
数 

    
  

地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

―第７5 回― 今月も「まちがいさがしクイズ」に挑戦 

正解者の中から５名様には素敵な景品をプレゼント！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左右の絵を見比べて 5つの間違いの 
答えがわかった方は、左記の要領で 
ご記入の上、ご応募ください。 
締め切りは、8 月 1３日です。 

                   【消印有効】 

 ※第７4 回まちがいさがしクイズの答えと当選者の発表は前ページに掲載してあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯綱町社会福祉協議会のホームページ  http://ii-shakyo.or.jp 

ま ち が い さ が し ク イ ズ 

  389-1201 
  
飯綱町芋川 181 
飯綱町社会福祉協議会 
「まちがいさがしクイズ係」 

・こたえ 

・じゅうしょ 

・なまえ 

・でんわばんごう 

・今月号の感想など 

50 

 

 
    

増
税
が
話
題
に
な
る
昨
今
、
相
変
わ
ら
ず
「
身
を
切
る
覚

悟
を
示
せ
る
か
ど
う
か
」
で
政
治
家
の
評
価
が
決
ま
る
よ
う

で
す
が
、
以
前
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
昨
今
は
や
る
「
身

を
切
る
覚
悟
」
と
は
、
庶
民
負
担
を
増
や
す
た
め
の
手
段
に

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
本
質
で
す
。「
ど
う
せ
身
内
に
甘

い
政
治
家
の
こ
と
だ
か
ら
、
身
を
切
る
な
ど
で
き
っ
こ
な
い
」

と
高
を
括
っ
て
い
ら
れ
る
う
ち
は
良
い
が
、
仮
に
政
治
家
が

本
気
で
身
を
切
り
始
め
た
ら
、
今
度
は
我
々
庶
民
も
否
応
な

し
に
身
を
切
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
、
以
前
指
摘
し
た

と
お
り
で
す
。
今
ま
で
政
治
家
に
散
々
身
を
切
る
こ
と
を
求

め
て
き
た
庶
民
が
、「
や
っ
ぱ
り
自
分
は
身
を
切
れ
な
い
」
な

ど
と
言
い
訳
は
で
き
な
い
の
で
す
。
で
も
今
、
身
を
切
る
余

裕
の
あ
る
庶
民
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ

に
み
ん
な
揃
っ
て
こ
れ
以
上
身
を
切
ろ
う
も
の
な
ら
、
生
活

は
苦
し
く
な
り
、
消
費
が
落
ち
経
済
は
低
迷
、
肝
心
の
税
収

な
ど
伸
び
る
筈
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
体
何
の
た
め
の
増
税
な

の
か
？
と
、
疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

身
を
切
る
余
裕
も
能
力
も
な
い
人
が
さ
ら
な
る
負
担
を
求

め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
無
条
件
で
「
そ
れ
は
出
来
な
い
！
」
と

突
っ
ぱ
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
「
隗
よ
り

始
め
よ
」
の
誤
用
そ
の
ま
ま
、「
じ
ゃ
あ
言
い
出
し
た
政
治
家

本
人
か
ら
ま
ず
は
身
を
切
れ
」
な
ど
と
条
件
を
付
け
る
よ
う

な
こ
と
を
言
う
か
ら
、
最
後
は
自
分
に
火
の
粉
が
降
り
か
か

っ
て
く
る
の
で
す
。 

も
し
増
税
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
や
は
り
無
条
件
に

突
っ
ぱ
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
ば
か

り
に
政
治
家
が
身
を
切
れ
ば
、
我
々
の
生
活
に
も
余
裕
が
生

ま
れ
税
金
を
多
く
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
そ
ん
な
筈
は

な
い
の
で
す
か
ら
。 

 

 

り 

ん 

ご 

の 

つ 

ぶ 

や 

き 
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